
 

 

 

三
陸
の
海
を
放
射
能

か
ら
守
る
岩
手
の
会

は
、
日
本
原
燃
（
株
）
へ

提
出
し
て
い
た
質
問
書

へ
の
回
答
を
八
月
一
五

日
夕
方
、
同
社
広
報
渉

外
室
か
ら
の
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
受
領
し
ま
し
た
。 

二
十
日
、
岩
手
の
会

は
会
議
を
開
き
回
答
に

つ
い
て
詳
細
に
分
析
し

ま
し
た
。 

回
答
は
、「
放
出
さ
れ

た
放
射
性
物
質
は
、
大

量
の
海
水
に
よ
り
希
釈

さ
れ
る
た
め
、
周
辺
の

皆
様
の
安
全
は
十
分
に

確
保
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ま
す
」
と
、
ア
セ
ス

メ
ン
ト
も
行
わ
な
い
う

ち
に
自
分
た
ち
に
都
合

の
良
い
仮
定
を
用
い
た

評
価
を
行
い
断
定
し
て

い
ま
す
。
放
射
能
汚
染

に
つ
い
て
あ
ま
り
に
安

易
で
、
科
学
的
な
批
判

に
耐
え
ら
れ
な
い
内
容

で
あ
る
と
い
う
結
論
に

達
し
ま
し
た
。 

本
試
験
を
阻
止
す
る

た
め
に
、
当
面
す
る
「
三

陸
の
海
を
放
射
能
か
ら

守
る
リ
レ
ー
講
演
会
」

の
成
功
を
訴
え
ま
す
。    

な
ぜ
な
ぜ
な
ぜ
な
ぜ
海
洋
放
出

海
洋
放
出

海
洋
放
出

海
洋
放
出
す
る
の
か

す
る
の
か

す
る
の
か

す
る
の
か    

    

回
答
回
答
回
答
回
答
要
約
要
約
要
約
要
約
（「
」
は
文
中
か
ら
）    

 
「
廃
液
中
の
放
射
性
物
質 

は
出
来
る
だ
け
取
り
除
き 

ま
す
。
一
部
除
去
出
来
な 

い
も
の
は
濃
度
測
定
に
よ 

り
安
全
を
確
認
し
た
上
、 

海
洋
へ
放
出
す
る
」。 

「
海
洋
放
出
口
は
沖
合
三 

 

キ
ロ
、
水
深
四
四
メ
ー
ト 

ル
に
あ
り
、
放
射
性
物
質

は
、
大
量
の
海
水
に
よ
り

希
釈
さ
れ
る
た
め
安
全
は

充
分
確
保
さ
れ
る
」「
工
場

周
辺
の
放
射
線
量
は
最
大

見
積
も
っ
て
も
、
年
間
約

０
．
０
２
２
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
で
」「
自
然
放
射
線
の

約
百
分
の
一
で
あ
る
。」 

「
海
洋
放
出
す
る
放
射
性

物
質
の
年
間
推
定
量
は
次

の
通
り
。 

ト
リ
チ
ュ
ー
ム

ト
リ
チ
ュ
ー
ム

ト
リ
チ
ュ
ー
ム

ト
リ
チ
ュ
ー
ム    

約
１
．
８

×
１
０
の
十
六
乗
ベ
ク
レ
ル 

ヨ
ウ
ヨ
ウ
ヨ
ウ
ヨ
ウ
素素素素
１
２
９

１
２
９

１
２
９

１
２
９    

約
４
，
３
×

１
０
の
十
乗
ベ
ク
レ
ル 

ヨ
ウ
ヨ
ウ
ヨ
ウ
ヨ
ウ
素素素素
１
３
１

１
３
１

１
３
１

１
３
１    

約
１
．
７
×

１
０
の
十
一
乗
ベ
ク
レ
ル 

そ
の
他
の
核
種 

ア
ル
フ
ァ
ー

ア
ル
フ
ァ
ー

ア
ル
フ
ァ
ー

ア
ル
フ
ァ
ー
線線線線
をををを
放
出
放
出
放
出
放
出
すすすす

るるるる
核
種
核
種
核
種
核
種    

約
３
．
８
×
１
０
の

九
乗
ベ
ク
レ
ル 

ア
ル
フ
ァ
ー

ア
ル
フ
ァ
ー

ア
ル
フ
ァ
ー

ア
ル
フ
ァ
ー
線線線線
をををを
放
出
放
出
放
出
放
出
しししし

な
い
な
い
な
い
な
い
核
種
核
種
核
種
核
種 

 
 
 
 
 
 
 

約
２
．１
×
１

０
の
十
一
乗
ベ
ク
レ
ル 

 
 

」 
 

私私私私
た
ち
の

た
ち
の

た
ち
の

た
ち
の
批
判
批
判
批
判
批
判    

    

本
当
本
当
本
当
本
当
にににに
放
射
能

放
射
能

放
射
能

放
射
能
廃
液
廃
液
廃
液
廃
液
をををを
捨捨捨捨
て
る
て
る
て
る
て
る
！！！！    

    

生
物
や
人
類
に
と
っ
て

危
険
な
人
工
放
射
性
物
質

を
海
洋
に
垂
れ
流
す
る
こ

と
を
公
言
し
て
お
り
、
驚

き
と
底
知
れ
な
い
不
安
を

感
ず
る
。 

彼
ら
の
発
表

し
た
数
値
か
ら
計
算
し
た

「
経
口
致
死
量
」
は
年
間

四
万
七
千
人
分
に
相
当
す

る
。
し
か
も
そ
れ
は
数
十

年
か
ら
数
万
年
も
浮
遊
す

る
も
の
が
大
部
分
で
あ

る
。
生
物
に
よ
る
濃
縮
や
、

食
物
連
鎖
に
よ
り
人
間
の

体
内
に
入
り
「
内
部
被
曝
」

の
被
害
を
も
た
ら
す
、
危

険
な
行
為
で
あ
る
。 

止めよう！ 

《再処理》
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日
本
原
燃
（
株
）
の 

回
答
の
要
点
と
そ
の
批
判 

 



 

（（（（
一
面
一
面
一
面
一
面
か
ら
の

か
ら
の

か
ら
の

か
ら
の
続続続続
きききき
））））    

生
態
系

生
態
系

生
態
系

生
態
系
にににに
与与与与
え
る
え
る
え
る
え
る
影
響
影
響
影
響
影
響    

 

回
答
要
約

回
答
要
約

回
答
要
約

回
答
要
約
（「
」
は
文
中
か
ら
） 

 

「
放
射
性
物
質
は
、
地
球

誕
生
か
ら
自
然
界
に
存
在

し
て
お
り
、
年
間
約
２
．

４
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
（
世

界
平
均
）
の
放
射
線
の
量

を
受
け
て
い
ま
す
。」「
工

場
周
辺
は
０
．
０
２
２
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
自
然
放

射
能
に
比
較
し
充
分
小
さ

い
も
の
で
す
」「
生
態
系
に

対
し
て
も
影
響
を
与
え
る

も
の
で
は
な
い
」 

 

私私私私
た
ち
の

た
ち
の

た
ち
の

た
ち
の
批
判
批
判
批
判
批
判    

 

人
工
放
射
能

人
工
放
射
能

人
工
放
射
能

人
工
放
射
能
はははは
極極極極
め
て
め
て
め
て
め
て
危
険
危
険
危
険
危
険    

  

生
物
は
自
然
放
射
能
と

共
に
進
化
適
応
を
し
て
き

ま
し
た
。
自
然
界
の
放
射

能
は
体
内
臓
器
濃
縮
は
し

な
い
し
、
濃
度
も
薄
い
の

で
人
体
は
適
応
し
て
き

た
。 こ

れ
に
対
し

て
、
再
処
理
工
場
の
場
合
、

人
工
放
射
能
性
物
質
で
あ

り
、
生
物
に
ど
ん
な
悪
影

響
を
も
た
ら
す
か
、
よ
く

分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が

多
い
。
ま
た
未
知
の
こ
と

も
多
い
。 

放
射
性
ヨ
ウ
素
は
甲
状

腺
に
、
セ
シ
ウ
ム
は
筋
肉

に
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ュ
ウ
ム

は
骨
な
ど
特
定
臓
器
に
濃

縮
す
る
。
ま
た
、
ト
リ
チ

ュ
ウ
ム
は
濃
縮
し
な
い

が
、
自
然
と
比
べ
考
え
ら

れ
な
い
濃
度
で
あ
り
、
海

洋
生
物
の
染
色
体
に
異
常

を
も
た
ら
す
危
険
が
大
き

い
。 生

物
や
人
体
へ
の
内
部

被
曝
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
認
識
が
不
十
分
で
あ

っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
が
「
低
線
量

被
曝
で
も
発
ガ
ン
」
と
い

う
報
告
書
を
発
表
す
る
な

ど
、
国
際
的
に
も
危
険
性

を
重
視
す
る
学
説
が
ま
す

ま
す
強
ま
っ
て
い
る
。 

 

原
発
の
数
百
倍
と
言
わ

れ
る
、
放
射
性
物
質
が
三

陸
の
海
に
流
さ
れ
る
と
、

豊
か
な
海
草
や
魚
の
食
物

連
鎖
の
中
で
濃
縮
さ
れ
放

射
能
の
濃
度
が
高
ま
る
。

そ
の
魚
を
多
く
食
べ
る
日

本
人
の
体
内
に
は
極
め
て

多
く
の
放
射
性
微
粒
子
が

蓄
積
さ
れ
、
細
胞
の
新
陳

代
謝
や
生
殖
に
大
き
な
悪

影
響
が
出
か
ね
な
い
。 

 

再
処
理
工
場
が
既
に
操

業
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
セ

ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
海
産
物

の
汚
染
を
イ
ギ
リ
ス
政
府

も
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、

子
ど
も
に
多
発
し
て
い
る

白
血
病
な
ど
と
の
因
果
関

係
を
認
め
て
い
な
い
。
日

本
人
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
十

倍
も
の
魚
を
消
費
し
、
さ

ら
に
海
草
も
食
べ
る
。
明

日
の
三
陸
の
姿
が
暗

示
さ
せ
ら
れ
る
。 

 

（
次
号
に
続
く
） 

    

久
慈
地
区
講
演
会
中
止

久
慈
地
区
講
演
会
中
止

久
慈
地
区
講
演
会
中
止

久
慈
地
区
講
演
会
中
止    

久
慈
地
区
講
演
会
は
、

有
志
が
準
備
会
を
重
ね
て

開
催
を
企
画
し
ま
し
た

が
、
関
係
筋
の
理
解
と
協

力
が
順
調
に
進
ま
ず
、
時

間
切
れ
も
あ
り
、
今
回
は

中
止
と
決
定
し
ま
し
た
。 

宮
古
市
議
会

宮
古
市
議
会

宮
古
市
議
会

宮
古
市
議
会
でででで
質
問
質
問
質
問
質
問    

 

八
月
十
一
日
、
宮
古
市

議
会
で
横
田
有
平
議
員

（
重
茂
漁
協
元
参
事
）
は 

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
に
つ

い
て
、
市
当
局
に
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
市
長
は
、

「
大
き
な
関
心
を
持
っ

て
、
諸
方
か
ら
資
料
を
集

め
適
切
な
判
断
を
行
っ
て

い
く
」
と
回
答
し
ま
し
た
。 

宮
古
宮
古
宮
古
宮
古
・・・・
気
仙
講
演
会

気
仙
講
演
会

気
仙
講
演
会

気
仙
講
演
会    

協
賛
協
賛
協
賛
協
賛
・・・・
後
援
後
援
後
援
後
援
のののの
輪
拡
大

輪
拡
大

輪
拡
大

輪
拡
大    

 

宮
古
、
気
仙
地
区
で
は
、

講
演
会
を
前
に
、
実
行
委

員
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

宮
古
地
区
の
ポ
ス
タ
ー

は
、
本
年
新
年
の
、
三
陸

の
海
の
初
日
の
出
を
あ
し

ら
い
、「
み
ん
な
で
守
ろ

う
、
豊
か
な
三
陸
の
海
」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

 

両
地
区
講
演
会
へ
の
共

感
の
輪
は
大
き
く
広
が
っ

て
お
り
、
現
在
、
協
賛
団

体
は
十
九
団
体
、
後
援
団

体
は
二
十
六
団
体
に
達
し

て
い
ま
す
。 

流された人工放射能は海産物に蓄積 
  三陸は海の宝庫です 

 絵 ： グリーンアクション《ガッテン「再処理》市民ハンドブック 
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ヨウ素 129  

 
コンブコンブコンブコンブ・・・・ワカメワカメワカメワカメにににに吸収吸収吸収吸収・・・・付着付着付着付着    
昆布ワカメなどの海藻はヨウ素を多く

吸収します。再処理工場から海洋に多量に
放流される放射性のヨウ素129も吸収して
しまいます。ヨウ素 129 の半減期は 1600
万年であり環境に出てしまうと永久に放
射線を出し続けます。植物は潮風に乗り飛
んできたヨウ素を高濃度に濃縮する能力
があります。 
甲状腺甲状腺甲状腺甲状腺がががが危危危危ないないないない    
 ヨウ素は海藻や植物を食べる人間の甲
状腺に高濃度に濃縮していきます。ふつう
のヨウ素にまぎれこみ濃縮した放射性ヨ
ウ素は甲状腺を集中的に被ばくさせ、ガン
化などの障害を与えます。原発事故に備
え、子供達の甲状腺を放射性のヨウ素から
守るため原発周辺市町村にはヨウ素剤が
すでに用意されております。他に放射性の
ヨウ素 131（半減期８日）も多量に放流さ
れます。（Ｎ） 


